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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 

本論文は，ヒューマノイドロボットの大量生産やクローン人間の産生といった科学技術の発展を鑑みて，同一空間

内に複数存在する全く同じ顔を有する人物集団 (多重重複顔) がどのような印象を形成するのか，そしてその印象

はどのようにして形成されるのかについて実証的研究に基づいて明らかにしたものである。具体的には，多重重複

顔と非重複顔および単体顔を呈示する評定実験を行い，その結果多重重複顔がその他よりも強く不気味かつ不快に

評価されることを明らかにした。本論文ではこのように多重重複顔によって不気味印象が形成されることを印象形

成に関する新たな現象としてクローン減価効果と名づけた。さらにこの現象は，日本人のみならずコーカソイドに

おいても確認され，人種を超えて生起する頑健な現象であることが示された。また，本論文はクローン減価効果の

生起メカニズムの解明のために，多様な観点から実験的検討を行っている。これにより，多重重複顔の現実的なあ

り得なさや，多重重複顔を構成する顔間の識別性，アイデンティティの重複，観察シーンの現実性といった刺激特

性と，嫌悪感受性といった観察者特性の両者がクローン減価効果に影響していることが明らかにされた。さらに，

これらの知見を基に多重重複顔を観察してから不気味さという印象が形成されるまでの認知的処理過程について

議論した。その結果，多重重複顔は顔認識プロセスで処理された後に，現実世界の予測処理プロセスに予測エラー

を生じさせ，その情報に基づいて行われるアイデンティティの処理によって不気味印象が形成されるモデルを提案

した。 

以上のように本論文は，科学技術の発展によって生じる可能性が高いにもかかわらず，これまで明らかにされてい

なかった顔アイデンティティの重複した集団の印象について詳細な実験的検討を行うことで，不気味さというネガ

ティブな印象が形成される新たな現象を発見し，その形成メカニズムについて提案する価値ある研究である。また，

新しい科学技術の急速な社会への導入について，心理学的観点から考慮することを実証的研究によって促している

本論文の社会的意義は，非常に大きいと言える。よって，本論文は博士（心理学）の学位に値するものと認める。 


